
１．事業目的

２．事業実施体制

３．事業実施概要

４．事業実施による効果（評価・貢献度等）

本事業は以下の編集方針で発刊する。
1. 会員への機関紙としての役割を果たすとともに、幅広く地域の方々にも
　読んで　いただける内容を盛り込む。
2. 会員情報を含め、公益事業活動や地域の動き・情報等を網羅する。
3. 有識者の寄稿を通じて、さまざまな情報を発信する。

1. 発行頻度：年3回（2025年夏号／2025年秋号／2026年新春号）
2. 発行部数：夏号 2,000部、秋号2,000部、新春号2,000部、
3. 仕　　　様：A4判オールカラー、24～28p
4. 配布先等：
　・会員、関連団体･機関、県・市町村、県立図書館、地域の有識者等に配布
　・当会ホームページに掲載

寄稿：地域の有識者、地域づくり活動実践者、行政関係者 等
編集･執筆：(一社)北陸地域づくり協会
印刷･製本：委託
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調査､資料収集資料収集･編纂事業分類名
（中項目）

国土の利用･整備･保全に関する資料等収集整理事業

実施体制事業経緯会報「地域づくりinほくりく」編集･発刊事業

事業名
（大項目）

事業区分

事業名
（個別メニュー）

担当所属継　続 主　催 企画調査室

【基本的な誌面構成】
▶「随想」 地域づくり、社会資本整備に関する有識者の投稿
▶「特別企画」 社会資本整備の事業紹介、防災･減災の広報
▶「地域とともに」 当会の公益事業（研究）を主に紹介
▶「北陸再発見」 地域の味覚･歴史･スポットなど
▶「シリーズ」 地域づくりに関わる人の想いを紹介

・冊子での配布のほか、当会ホームページに掲載し幅広い層へ情報発信して
いる。
・他のメディアであまり取り上げられないような地域づくり、災害・防災関連の動
きを特別企画等でタイムリーに寄稿いただき、他の地域情報誌との違いが評
価を受けている。

一般社団法人 北陸地域づくり協会

2026年新春号2025年夏号 2025年秋号

ホームページでも公開


